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国立国会図書館 電子情報部 電子情報サービス課

※3/18公開予定
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本日の内容

■はじめに：国立国会図書館サーチ？

国立国会図書館サーチの役割をご紹介します。

■「メタデータ流通ガイドライン」とは？

流通ガイドライン策定の背景、経緯をご紹介します。

■「メタデータ流通ガイドライン」の特徴

流通ガイドラインの主な内容をご紹介します。

■「メタデータ流通ガイドライン」が目指すもの！

流通ガイドライン、公開後の未来とは…？？
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はじめに（国立国会図書館サーチ？）



国立国会図書館サーチ（NDLサーチ）の役割

✓ 2012年1月正式公開。図書館等が扱う情報
資源のメタデータの統合的検索機能の提供。

✓ メタデータを集約し、API等により広く流
通させ（メタデータ提供プラットフォーム
として）、コンテンツの可視性を高め、そ
の利用を促進する。

✓ 関係機関との連携の推進、メタデータの標
準化・オープンライセンス化等の促進を図
る。

国立国会図書館サーチとは？
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集約したメタデータの流通を促進さ
せることによって、連携機関のコン
テンツと利用者を結び付ける。



「メタデータ流通ガイドライン」とは



ガイドラインの概要

• 主な対象：デジタルアーカイブ、蔵書目録をはじめとする
各種データベースのメタデータ設計に関わる方

• 主な目的：図書館等が扱う多様な情報資源の発見可能性を
高めるため、持続可能性のあるメタデータ流通を実現する

→ 利用者と結びづけるための情報資源の可視化

→ より効率的、効果的なメタデータ流通
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ガイドラインの構成
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ガイドラインの目的、構成、使い方など、ガイドラインの全体把握に必要な情報を説明。
※改訂サイクルなど今後の予定についても説明。

資料種別によらない基本的な説明。
スキーマを問わず、メタデータ流通に必要十分な情報を示す。
※資料種別によらないデジタルアーカイブに関するメタデータは、共通編にまとめて整理。

資料種別（雑誌、研究データ、…）の単位で必要な項目を説明。
※「雑誌編」を初版公開予定（R4継続作業）

・ メタデータ構造
・ データ項目一覧（スキーマ間の項目対照表）
・ データ項目一覧（識別子）

・ ガイドラインが目指すもの
・ メタデータ流通経路
・ ガイドラインの対象スキーマ

はじめに

共通編

資料種別編

別紙



ガイドラインの検討体制
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NDL：電子情報サービス課等

JPCOAR コンテンツ流通促進作業部会（メタデータチーム）

課題 「デジタルアーカイブのメタデータ流通検討」

これからの学術情報システム構築検討委員会

三機関連絡会議

○NDL
総務部企画課

○JST
情報基盤事業部
研究成果情報グループ

○NII
学術基盤推進部
学術コンテンツ課

各機関窓口（定期会合）メタデータWG

「メタデータの相互運用性に関する検討ワーキンググループ（メタデータWG）」実施体制（R3年度）

検討課題：
各大学図書館等でデジタル化された貴重書等のコンテ
ンツについて、ジャパンサーチ等の統合検索サービス
を通じてアクセスを可能とするためのシステム、メタ
データ、識別子付与のあり方を検討する。

メタデータWG内の
個別課題の検討班の
ひとつとして活動開始



• 設置の経緯
第6回NII・JST・NDL連絡会議（平成31年2月6日） 、第7回NII・JST・NDL連絡会議
（令和2年2月10日） を経て、三機関が携わるメタデータに関する恒常的な検討体制と
して設置。

• 設置目的
メタデータの利活用促進に向け相互運用性の改善を検討する。

• 検討範囲
①各種スキーマ改訂時に本WGでレビューを行うことで、利用する側の観点を入れる。
②異なるスキーマ間で項目のマッピング（対応づけ）を検討する。
③メタデータ交換の方法（APIなど）を検討し、相互運用性を改善するために求められ
ることを見いだす。

④データクレンジングに活用するためにメタデータの記述ルールを共有する。
⑤メタデータの著作権を検討する。

（参考）メタデータWGの設置
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検討範囲と成果物
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ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

共通編

資料種別編

別紙：メタデータ流通経路

別紙：データ項目一覧

多様な情報資源の発
見可能性の向上

持続可能性のあるメ
タデータ流通の実現
（システム間連携コ
ストの最小化）

学術機関（大学等）のデ
ジタルアーカイブのメタ
データの適切な流通経路

の整理

DC-NDL（RDF）と
JPCOARスキーマのデー

タ互換性の整理

デジタルアーカイブの流
通に必要なメタデータ要

素の検討

目的 R3までの検討範囲 成果物

スキーマの改訂

システム対応



ガイドラインの特徴



ガイドラインの特徴
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共通編

資料種別編

別紙：メタデータ流通経路

別紙：データ項目一覧

DC-NDL（RDF）と
JPCOARスキーマのデー

タ互換性の整理

デジタルアーカイブの流
通に必要なメタデータ要

素の検討

学術機関（大学等）のデ
ジタルアーカイブのメタ
データの適切な流通経路

の整理

推奨度

R3までの検討範囲 ガイドライン

流通のポイント

流通経路

課題・発展可能性
適用状況

主な記載内容



流通経路図
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• アグリゲータ同士の連携経路の整理
IRDB、NDLサーチ、ジャパンサーチと
いったアグリゲータ同士のメタデータ流
通の経路が整理されることで、より持続
可能性が高く、国際的な視点を入れた広

範囲で、効率的な流通を実現できる。

• 個々の機関に即した経路の選択
ガイドライン本体と経路図を合わせて利
用いただくことで、どのシステムに、ど
のようなスキーマで提供すれば、より効
果的・効率的にメタデータを流通させる

ことができるのかが明確になる。

提供機関、アグリゲータともに持続可能
性の高いメタデータ流通を実現すること

が可能に



推奨度の設定
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推奨
（Recommended）

強く推奨（Strongly 
Recommended）

任意（Optional）

多くのサービスでの利用が想定され、メタデータやコンテン
ツの利用にあたって重要。ぜひ入力いただきたい情報。

可能な限り付与することが望ましい情報。
入力することで、類似資料との識別がしやすくなるなど、よ
り活用の幅が広がる。

メタデータをよりリッチにするための情報。
細やかな検索や高度な利活用にも対応でき、専門的な研究に
も資することができる。

メタデータ流通に際して求められる各項目の推奨度を設定
メタデータの
詳細度が上がる

利活用に重要な情報（強く推奨）と、よりリッチにしていくための情報を明確に



（参考）推奨度の設定例
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流通のポイント
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スキーマに依らない、
メタデータ流通の観
点での考慮点などを
記載。

メタデータ流通をよ
り効果的にしていく
ためのポイント。



発展可能性、適用状況
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スキーマに依ら
ない、課題、検
討予定などにつ
いて説明。

対象スキーマの
現在の適用状況
にとどまらず、
検討中の課題や、
改訂予定につい
ても説明。



ガイドラインが目指すもの



（NDLサーチ目線で）抱えていた課題
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各種スキーマ

変
換
処
理

DC-NDL 
(RDF)

様々な場面で、
データを活用

画面で提供

APIで提供

連携先デジタルアーカイブ

書誌（原資料）担当

システム担当

コンテンツ担当

そもそもデジアカのメタ
データにはどういう項目
が必要？どういう形式で

出力すれば？

どこまで情報を格納した
ら利用しやすいのかな。

サムネイル画像を連携先で表
示するにはどうすればよい？

解説や目次は出力しても
問題ないかな？

メタデータやコンテンツの
二次利用条件は設定されて

いるかな？

サムネイル画像が設定されている
ようだ。URL出力は可能かな？？ サムネイル画像を表示でき

るかな？

個々の連携の成果の共有や、継続的な検討が難しい。

システム開発が終わっている
ので出力項目をすぐに追加で

きない…

メタデータの利活用



ガイドラインの公開によって…
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ガイドライン課題の検討

他のアグリゲータや同様の資
料種別を扱う機関、メタデー
タを利用するサービス等とも
調整して方向性を検討

ガイドラインに反映されることで、
広くその成果を活用可能に

各種スキーマ

変
換
処
理

DC-NDL 
(RDF)

様々な場面で、
データを活用

画面で提供

APIで提供

連携先デジタルアーカイブ

書誌（原資料）担当

システム担当

コンテンツ担当

メタデータの利活用



ガイドラインの目指すもの
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多様な情報資源の発見可能性
の向上

持続可能性のあるメタデータ
流通の実現

（システム間連携コストの最
小化）

メタデータ流通ガイドライン

様々な関係者や利用者の
フィードバック

継続的な改善プロセス

目的の達成

ガイドラインは、メタデータ流通の促進を共通の目的とする、
複数のスキーマやシステム、機関が対話を行うためのツールでもある



（参考）ガイドラインロードマップ
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R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

ガイ
ドラ
イン

共通編

資料
種別編

ス
キー
マ

JPCOARス
キーマ

DC-NDL
（RDF）

シス
テム

IRDB

NDLサーチ

デジアカ対応方針検
討

ドラフト版作成 ドラフト版公開

ドラフト版作成
（雑誌）

フィードバック
追加検討

2版公開 随時改訂…

必要に応じて追加検討→改訂

検討（研究データ）

追加公開

検討（未定）

追加公開 追加公開

検討（未定）

改訂検討

改訂案作成 修正
仮公
開

本改訂準備
本公
開

システム対応検討～開発

メタデータのライセンス付与検討

学術機関（大学）とのデジアカ連携 ＞ 個別連携によりジャパンサーチへ提供 IRDB経由データ
のJPSへの提供
を順次開始

許諾等調整



ご清聴いただきありがとうございました。

• メタデータ流通ガイドライン ※3/18公開予定
https://iss.ndl.go.jp/information/guideline

• 国立国会図書館サーチ連携インタビュー
https://iss.ndl.go.jp/information/renkei/renkei-interview

• 国立国会図書館サーチの事業について（連携計画）

https://iss.ndl.go.jp/information/outline/plan

https://iss.ndl.go.jp/information/guideline
https://iss.ndl.go.jp/information/renkei/renkei-interview
https://iss.ndl.go.jp/information/outline/plan

